
 

３月２４日に開催されました第１４３回通常議員総会におきまして、  

下記議案が承認されましたので、ご案内申し上げます。 

 

【協議事項】    

議案第１号 令和８年度事業計画（案）の件 

議案第２号 令和８年度会費・特定商工業者負担金徴収方法の件 

議案第３号 議員総会から常議員会への委任に関する件 

      （事業計画及び収支予算の変更に関する件） 

議案第４号 令和８年度収支予算（案）の件 

議案第５号 会員（所在地不明会員等）の除名に関する件 

その他 

【報告事項】 

１．2027 年国際園芸博覧会（GREEN×EXPO 2027）前売入場チケット販売協力の件 

２．青年部・女性会活動報告 

【情報提供】 

１．GREEN×EXPO 2027 へのご協力のお願い 

           公益社団法人 2027 年国際園芸博覧会協会 

                 事務次長   栗本 尚幸 氏 

                 入場券部部長 中山 陽子 氏 

                            入場券部課長 髙村  敦 氏 



第143回通常議員総会

令和8年3月24日



通常議員総会上程議案の件



「 変 わ ら ぬ 安 心 感 ×変化への対応⼒」
-変⾰を恐れず、会員の「稼ぐ⼒」を最⼤化する -

令和8年度 横須賀商工会議所 事業計画（案）

議案第１号



令和８年度事業計画
６本の柱

テーマ1：対話と変⾰
├ 1. 平松会頭と語る横須賀経済MTG
└ 2. 横須賀未来プロジェクト
テーマ2：攻めの経営⽀援と未来創出
├ 3. AI活用商売繁盛支援プロジェクト
└ 4. 体系的な創業支援
テーマ3：交流の場の創出と基盤強化
├ 5. 横須賀ビジネス拠点化
└ 6.定番の支援メニューをアップデート



テーマ1：対話と変⾰

1.平松会頭と語る横須賀経済

現場の声で未来を創る
膝を突き合わせ、横須賀の『絆』
を編み直す

平松会頭が部会・業界リーダー
を招き懇談
横須賀経済の現状分析、成⻑戦
略をともに考え、横須賀経済の
発展に向け連携を密にする



1

テーマ1：対話と変⾰

2.横須賀未来プロジェクト

議員が主役、横須賀・会議所の未
来を考える

未来の横須賀を創り学ぶ
４つのプロジェクトを⽴ち上げ、
役員・議員の皆様との共創で、
これからの横須賀を考えてゆく
・正会員5,000社構築
・横須賀地域経済循環分析
・次世代モビリティ研究
・空き店舗対策



① 【組織増強】
会員価値再定義プロジェクト

・未加入企業への価値訴求
・会員サービスの再設計
・“選ばれる会議所”の構築

役員・議員・職員が一体となり、培った人脈と経営
視点から、未加入企業が「入りたい」と思う広報、
交流、サービスを協議。
現場の知恵で『選ばれる会議所』をデザインする。

テーマ1-2.横須賀未来プロジェクト概要



② 【地域経済・経営】
横須賀未来ビジョン研究会

・RESAS等で地域経済を可視化
・データで横須賀を分析
・横須賀の稼ぐ構造を考える

日本商工会議所・横須賀市等と連携し、ビッグデータ
を活⽤。横須賀地域経済の実態を客観的・定量的に分
析し可視化。分析結果をもとに、10年後の横須賀の
『稼ぐ構造』を考える。

テーマ1-2.横須賀未来プロジェクト概要



③ 【防災・観光】
次世代モビリティ研究会

・次世代モビリティ”空⾶ぶ⾞”
・防災・観光の観点から検討
・試験運用の検討

災害時の孤⽴集落への物資輸送、救急搬送等、上空
からの状況把握に活用が期待されている次世代モビ
リティ“空⾶ぶ⾞”。防災・観光の観点から、横須賀
における活用について研究、試験運用を目指す。

テーマ1-2.横須賀未来プロジェクト概要



④ 【空き店舗対策】
空き店舗マッチング研究会

・空き店舗×創業者
・不動産事業者の連携・交流
・商店街との連携・交流

人口減少、高齢化といった要因により、横須賀市内
に空き店舗が増加しているが、創業者と商店街等の
空き店舗のマッチングによる地域活性化を、不動産
部会、商業部会、商店街連合会等と連携し検討する。

テーマ1-2.横須賀未来プロジェクト概要



テーマ２：攻めの経営
支援と未来創出

3. AI活用商売繁盛プロジェクト

『忙しい』をAIに任せ『稼ぐ』
に集中、地域一丸の導入支援

初歩から応用、セキュリティ
対策まで、横須賀市・税理⼠会・
⾦融機関・専⾨家等のネットワーク
を駆使し、オール横須賀にて体系的
にAI活用を伴走支援
令和8年6月「YOKOSUKA “AI” DAY」
からキックオフ予定



テーマ２：攻めの経営
支援と未来創出

4.体系的な創業支援メニュー

あなたの『やりたい』を『生業』
に夢を形にするサクセスロード

大好評の「スタートアップ塾」
や、「ビジネス頂上アタック
塾」「創業者⼤交流会」など、
横須賀市等と連携し、横須賀で
の創業を体系的に展開



テーマ３：交流の場の
創出と基盤強化

5. 横須賀ビジネス拠点化
プロジェクト

会館は、あなたの『第二の店舗』
ビジネスが交差する地域のハブへ

当所会館を舞台に会員企業が
ビジネス交流ができる事業を
展開。会員が主役となり、
新たな販路と⼈脈を広げる
「稼ぐ場」を提供



テーマ３：交流の場の
創出と基盤強化

6. 定番サービスをアップデイト

企業経営の『足腰』を強くし、
『備え』を万全に支援する、
進化し続ける定番サービス

・税務・⾦融等の相談業務
・補助⾦⽀援
・共済・健康経営・労働保険・福利厚⽣
・WEB活用・プロモーション
・ビジネスマッチング

定番の支援メニューを会員の
今のニーズに合わせて最適化



2027年国際園芸博覧会
（GREEN EXPO）への協⼒

横須賀からGREEN EXPOを応援
広域連携で地域に新たな商機を

横浜商工会議所を旗振り役とし、
神奈川県下全14会議所が協⼒

・チケット販売協⼒
・部会・団体等による視察会実施
・博覧会のPR・情報発信

博覧会を契機とした神奈川県地域
経済の活性化と賑わいの創出を強
⼒に⽀援

（その他）

会期：2027年3月19⽇（⾦）〜
2027年9月26日（日）

会場：旧上瀬⾕通信施設
（横浜市）



自動振替振 込
支払方法

期 別

令和８年 ５ 月１１日令和８年 ４月前 期

令和８年１１月１０日令和８年１０月後 期

１．会 費
１）令和８年度 会費１口の金額 ３，６００円

２）会費徴収時期

２．特定商工業者負担金
１）負担金の金額 １，５００円

２）負担金徴収時期 令和８年７月予定
（定款第29条の規定により神奈川県知事の許可を受けた後）

令和８年度会費・特定商工業者負担金徴収方法の件

議案第２号



(事業計画及び収支予算の変更に関する件)

【 横須賀商工会議所定款抜粋 】

（議員総会の決議事項）

第３９条 次に掲げる事項は、議員総会の議決を経なければならない。

ただし、第１１号から第１６号までの事項については、議員総会の

議決を経て、常議員会に委任することができる。

（１）～（11） （ 省 略 ）

（12）事業計画及び収支予算の決定又は変更

（13）～（16） （ 省 略 ）

議案第３号

議員総会から常議員会への委任に関する件



令和８年度収支予算（案）の件

議案第４号

(単位:千円)

425,263 462,123 ▲ 36,860 繰越金を含む

(421,796) (3,467) （ ）内は当初予算

共
済

特定退職金共済制度
特  別  会  計

366,590 378,350 ▲ 11,760 繰越金を含む

退職給与引当金
特  別  会  計

129,447 126,712 2,735
繰越金･繰入金を
含む

建  物  関  係
特  別  会  計

429,011 421,946 7,065
繰越金･繰入金を
含む

別途積立金会計 142,000 142,000 0 繰越金

1,492,311 1,531,131 ▲ 38,820

1,464,311 1,503,131 ▲ 38,820

令和８年度　収支予算総括表
自　令和８年４月　１日
至　令和９年３月３１日

会　計　別

特
 
別
 
会
 
計

積
 
立
 
金

合　　　計

各会計間の重複を
除いた合計

備　　考
本年度
予算額

前年度
予算額

比較増減
(▲)

一　般　会　計事業会計

補正差額



(単位:千円)

款 

1 会 費 70,182 70,263 ▲ 81

2 負 担 金 3,804 4,254 ▲ 450

3 交 付 金 126,031 122,990 3,041 県補助金評価基準見直し

4 事業収入 168,524 165,140 3,384

5 受託収入 15,862 15,862 0

6 議員特別負 担金 0 2,250 ▲ 2,250 選挙年度のみ計上

7 雑 収 入 860 1,037 ▲ 177

8 繰 越 金 40,000 40,000 0

425,263 421,796 3,467

収
　
入
　
の
　
部

合計

特　記　事　項
科　　　目

本年度予算
前年度予算
(補正前)

比較増減
(▲)

令和８年度  一般会計収支予算比較表



(単位:千円)

款 

1 事 業 費 228,587 228,135 452
部会活動､経営改善普及事業､情報化推進､
ｷｬﾘｱ教育推進、創業支援、情報ｾｷｭﾘﾃｨ、健康経営、
産農人ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ、各種共済事業、検定事業等

2 管 理 費 104,399 103,910 489

3 会 館 費 24,681 22,913 1,768

4 繰 入 金 28,000 28,000 0
建物関係特別会計1,000万
退職給与引当金特別会計1,800万

5 予 備 費 39,596 38,838 758

425,263 421,796 3,467

支
　
出
　
の
　
部

合計

科　　　目
本年度予算

前年度予算
(補正前)

比較増減
(▲)

特　記　事　項



定款第21条（除 名）※2月常議員会にて事前に意見聴取済

所在地不明会員等の除名に関する件

本商工会議所は、次の各号の１に該当する会員を
議員総会の決議によって除名することができる。

この場合は､その会員に対して､その議員総会の会日の
７日前までにその旨を通知し､議員総会において弁明の
機会を与えなければならない。

（１）１年以上にわたって会費の納入その他会員たる
義務を怠った会員

議案第５号



No 口数 事業所名 代表者名 業種 会費納入状況

1 2 （有）篠原工務店 篠原　　実 建築工事業 Ｈ22前期から未納

2 2 マルトク商事㈲ 石川　　進 遊技場 R2前期から未納

3 4 広木測量設計事務所 廣木　元重 土木建築サービス業 Ｈ15前期から未納

4 2 （有）コバヤシ 小林　　孝 陶磁器・ガラス器小売業 R3後期から未納

5 2 （有）立川組 立川　一喜 とび・土木・コンクリート工事業 R2前期から未納

6 2 ケイズ（有） 大川　浩一 情報サービス業 R1前期から未納

7 2 （株）隆掌 山岡　隆 その他の専門サービス業 R1後期から未納

8 2 水上水産 水上　利勝 鮮魚小売業 H27前期から未納

9 4 （有）玉田工業 玉田　真一 一般機械器具製造業 R3後期から未納

10 2 （株）Ｇ－Ｔｅｘ 鈴木　学 建築工事業 R4前期から未納

11 2 Ｔ.Ｋ.商会 川尻　竜久 塗装工事業 R4前期から未納

12 2 山﨑ｒｏｏｆ 山﨑　洋介 屋根工事業 R4前期から未納

計  １２件  ２８口



報 告 １

2027年国際園芸博覧会(GREEN×EXPO 2027)
前売⼊場チケット販売協⼒の件

会期：2027年3月19日(金)〜2027年9月26日（日）
神奈川県下商⼯会議所前売りチケット必達販売⽬標
横浜商工会議所 20万枚 その他13商工会議所 5万枚
(参考)経済同友会6万枚、経営者協会6万枚、東京商工会議所10万枚等

販売目標主な商工会議所販売目標主な商工会議所
4,700相模原2,500横須賀
2,700藤 沢200,000横 浜
12,700その他9会議所計28,000川 崎

当所関係者販売価格

4,500円
前売チケット期間：2026年3月19日〜2027年3月18日

5,500円会期後通常
価格(大人)5,000円早割り価格

(大人)



2027年国際園芸博覧会(GREEN×EXPO 2027)
前売⼊場チケット販売協⼒の件

令和8年2月20日(金)
日本商工会議所小林健会頭が
GREEN×EXPO会場を視察
平松会頭も神奈川県商工会議
所連合会副会頭として参加

記者会見に臨む小林健会頭（中央）と
上野県連会頭、平松会頭他、県連副会頭



GREEN×EXPO 2027へのご協力のお願い

2026年3月

開催期間： 2027年３月 19日（ 金） ～９月 26日（ 日）
開催場所：神奈川県横浜市

横須賀商工会議所 第１４３回通常議員総会

202６年３月２４日
GREEN×EXPO協会
（公益社団法人２０２７年国際園芸博覧会協会） 



名 称 ：２０２７年国際園芸博覧会(International Horticultural Expo 2027, Yokohama, Japan) 

正式略称 ：GREEN×EXPO 2027（グリーンエクスポ ニーゼロニーナナ）

開催期間 ：2027年３月19日(金) ～ ９月26日(日)

開催場所 ：神奈川県横浜市（瀬谷区・旭区）・旧上瀬谷通信施設

博覧会種別：A1(最上位)クラス(AIPH=国際園芸家協会承認＋BIE=博覧会国際事務局認定)

・大阪花博以来37年ぶりに開催される最上位の国際園芸博覧会

・１都３県で初めて開催される国際博覧会=万博

テ ー マ ：「幸せを創る明日の風景」

有料来場者数：1,000万人以上

出  展  国  数 ：70の国・国際機関

公式アンバサダー：芦田 愛菜 さん

公式クリエイター：蜷川 実花 さん

入場券価格：大人・1日券5,500円（前売4,900円）

小人・1日券1,500円（前売 1,400円）

開催主体 ： 公益社団法人２０２７年国際園芸博覧会協会“GREEN×EXPO協会”

（会長：筒井 義信（一般社団法人日本経済団体連合会 会長））

主管省庁： 国土交通省、農林水産省、経済産業省

事業費 ： 会場建設費 約417億円 運営費 約536億円

GREEN×EXPO 2027（２０２７年国際園芸博覧会） 開催概要

1

公式ロゴマーク 公式マスコットキャラクター

1年後に迫る次の万博
蜷川実花さんデザイン
ビジュアルポスター

１都３県では初の万博



GREEN×EXPO協会 役員名簿

2

協会役職 氏名 所属・役職

会長
代表理事

筒井 義信 一般社団法人 日本経済団体連合会 会長

事務総長
代表理事

河村 正人 事務総長

副会長
理事

上野 孝
一般社団法人神奈川県商工会議所連合会会頭
横浜商工会議所 会頭

副会長
理事

黒岩 祐治 神奈川県知事

副会長
理事

小林 健 日本商工会議所 会頭

副会長
理事

滝澤 秀之
一般社団法人 神奈川経済同友会
代表幹事

副会長
理事

野並 直文
一般社団法人 神奈川県経営者協会
会長

副会長
理事

山中 竹春 横浜市長

副会長
理事

和田 新也
一般社団法人 日本造園建設業協会
会長

理事 草野 満代 フリーアナウンサー

理事 小室 淑恵
株式会社 ワーク・ライフバランス
代表取締役社長

理事 滝 久雄
株式会社ぐるなび・株式会社NKB両社、取締役会長
公益財団法人 日本交通文化協会 理事長

理事 田代 桂子
公益社団法人 経済同友会 副代表幹事
大和証券グループ本社 取締役 兼 執行役副社長

理事 田中 里沙
学校法人 先端教育機構 事業構想大学院大学
学長

協会役職 氏名 所属 ・ 役職

理事
ナリン
アドバニ

entomo pte. ltd. Co-Founder
BIPROGY 株式会社 社外取締役

理事 南場 智子
株式会社 ディー・エヌ・エー 
代表取締役会長

理事 宮永 俊一
公益社団法人２０２７年国際園芸博覧会協
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監事 二川 裕之 元神奈川県弁護士会 会長



GREEN×EXPO 2027 背景
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地球が直面する危機がもたらす私たちの暮らしへの影響

地球温暖化、生物多様性の喪失、自然災害の増大、海洋の酸性化…など、

地球で、私たちが暮らしていくために必要な９つのカテゴリの内、

６つのカテゴリで既にその限界値を超えてしまっています。

９

３
９

６
９

４

約15年で2倍と急速に加速

地球のSOS、それは、私たちの暮らしのSOS。

これからの暮らし、暮らす街、環境のあり方は大きな転換点。

【プラネタリー・バウンダリーがもたらす私たちの暮らしの危機（一例）】

猛暑 豪雨・洪水被害 健康被害 食料危機 水不足

プラネタリー・バウンダリー（地球の限界）

Source：https://www.stockholmresilience.org/research/planetary-boundaries.html



GREEN×EXPO 2027は地球課題解決の体験・実践を通じた
私たちの意識・行動変容の場

Carbon Neutral
温室効果ガスの排出を

実質的にゼロに

Nature Positive
生物多様性の損失を食い止め、

回復させていく

Circular Economy

ネイチャー ベースド ソリューション

カーボン
ニュートラル 自然の

チカラ
人の

チカラ

自然を活用した解決策

ネイチャー
ポジティブ

サーキュラーエコノミー

GREEN×EXPO 2027

Nature-based Solutions

新たな社会システム（暮らしの実践）

一人一人が、当たり前に、地球環境や自然・植物と
共生する意識を持ち、行動していく世界へ。

本博覧会で着目するGREEN

自然が有する
回復力

自然資本と技術を活かした
社会課題の解決

これからの
農と食

植物・自然がもたらす
豊かな感性

産業活動
地球環境・生態系と

共生する
ライフスタイル創造

業界・企業の
イノベーション

新産業創生

グリーン社会実現に
向けた投資・支援

（CSR/CSV/ESG）
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※建物の形状、配置を含め、本図は現時点でのイメージです

GREEN×EXPO 2027
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GREEN×EXPO 2027 会場位置図
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旧上瀬谷通信施設

【シャトルバス運行予定駅】

❶ 南町田グランベリーパーク駅

（東急田園都市線）

❷ 十日市場駅（JR横浜線）

❸ 瀬谷駅（相鉄線）

❹ 三ツ境駅（相鉄線）

・会場隣接駐車場、

パークアンドライド駐車場あり

❶南町田グラン
ベリーパーク駅
（約4km／15分程度）

❷十日市場駅
（約6km／20分程度）

❸瀬谷駅
（約2km／10分程度）

❹三ツ境駅
（約4km／15分程度）
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大催事広場

メインゲート

主催事場

国際出展

テーマ館

屋内出展

催事場

園芸文化館

政府出展

自治体出展

UR都市機構

相沢川

和泉川

Urban GX Village
Farm  &  Food  Village

Craft Village

Kids Village

SATOYAMA  Village

Village 出展

A. 東急グループ

B. KTグループ

C. NTT東日本 株式会社

D. 株式会社 大林組

E. 三菱国際園芸博覧会総合委員会

F. 鹿島建設 株式会社

G. 大和ハウスグループ

H. 東邦レオ  株式会社

I. 竹中グループ

J. 住友林業 株式会社

K. 相鉄ホールディングス  株式会社

L. 清水建設 株式会社

M. JAグループ

N. 株式会社 丸兆

O.     明治グループ

P.     山崎製パン 株式会社

テーマ館

園芸
文化館

政府出展

テーマ営業出店

テーマに合わせた展示とともに飲食等の提供を
実施いただく出店形態。

カーボンニュートラルやネイチャーポジティブなど、
新たなグリーン社会実現に向けた企業による大規模な出展。
独創的な展示や体験コンテンツの展開していただく。

花・緑 出展

花と緑のプロフェッショナルが、庭園や花壇、
生け花や盆栽、新品種・希少種など、
多種多様な花・緑の作品を出展。
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出展内定者：12件

出展内定者：４件

出展内定者：360件
うち、屋内198件、屋外159件
※重複あり。自治体からの出展を含む
各Village内で展開



主催者展示①（テーマ館）

（展示イメージ）

（テーマ館俯瞰イメージ）

「全ての生命はつながっている。植物を中心に」をテーマに、
植物たちの知られざる能力と、生命同士の複雑で巧妙なつながりを

「映像技術＆研究結果」×「アート＆エンターテイメント」の
掛け算により、感動とともに届けていく。

・テーマ館設計監修 隈研吾氏
・展示ディレクター 杉山央氏
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主催者展示②（園芸文化展示）

江戸の植木屋・花屋敷

園芸文化館

映像シアター未来へのメッセージ

（江戸の園芸文化イメージ）

（園芸文化館俯瞰イメージ）

江戸時代に発展した園芸文化を

「知り・感じ・未来へとつなぐ」をコンセプトとした施設。

江戸の植木屋・花屋敷の再現空間や日本と海外の園芸植物
のつながりに関する映像シアター、伝統的な園芸植物の生体
展示など、日本の園芸文化を楽しみながら体感。
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政府出展・日本政府苑（国土交通省・農林水産省）

「日本の自然観を再考し、未来へ進む」というコンセプトの下、

・日本に受け継がれてきた自然観や、

文化・芸術、里山の風景を表現

・日本で育まれた知恵が

環境・社会課題の解決の糸口となることを提示

令和日本の庭

宮内庁所蔵の盆栽の展示

里山の景と調和した建築
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参考：2023年ドーハ園芸博覧会

世界各国から、それぞれの園芸や農文化を反映した庭園を出展予定
60以上の国・機関が公式参加を表明（2025年12月時点。最終目標70カ国・機関）

海外出展
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Village出展概要①

ＫＴグループ NTT東日本 株式会社

株式会社 大林組 三菱グループ(三菱国際園芸博覧会総合委員会)

必要な時に必要な場所へ「くるまたち」が 
「エネルギー」を運び、皆さまを笑顔にします。

NTT東日本は「産業・自然・文化」が調和し、 
幸せがめぐる“Well-beingな社会“を体験型で表
現いたします。 

大林グループが目指す「地球・社会・人」の調和した世界観を、是非体感しに
来てください。

幸せな明日に向けて、「自然と人、社会との共生」の重要性を楽
しみながら再確認して、みんなで取り組むきっかけに繋がるよう
な展示を目指します！ 

KTグループ

©三菱国際園芸博覧会総合委員会
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Village出展概要②

鹿島建設 株式会社

「（仮称）KAJIMA TREE」。それは自然と人
の明日の物語。大阪・関西万博の大屋根リング
の木材※が、先端技術により新たな命を吹き込
まれ、GREEN×EXPOのシンボルとして生まれ
変わります。

東邦レオ 株式会社

ノモの国を「STUDIO」として再生します。循環から生まれる新
しい体験を感じてください。

竹中グループ

脱炭素、資源循環、自然共生を調和させ、
地球の恵みを回復・再生し、創造性豊か
に暮らす社会を目指します。 

住友林業 株式会社

1691年の創業以来、森や木、植物と歩んできた
住友林業ならではの展示・体験を提供します。 

提供：鹿島建設株式会社
© Yuko Nagayama & Associates / TOHO-LEO Co.

©竹中工務店 「複数の空間をつなぐ2階デッキスペース」
住友林業株式会社
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花・緑出展概要

玉川大学・玉川学園 一般社団法人 日本造園建設業界 東北総支部 株式会社 ハクサン

一般社団法人 JFTD花キューピット 公益社団法人 日本フラワーデザイナー協会

自然と学びが響きあう空間を 
来場者と共に創り上げる“体験型展示” 

２０２７年国際園芸博覧会 東北六県ガーデン
プロジェクト 東北奥路地（TOHOKU 

OKUROJI）その一歩が東北への旅のはじまり 

PW（PROVEN WINNERS®）の植物を活用し、
日本の猛暑にも対応できる、ローメンテナンス
で楽しめるサステナブルガーデンを提案します。 

2027 JAPAN CUP 他 花の魅力を世界へ GREEN×EXPO 
2027（横浜）から 花の魅力を発信します！ 

フラワーデザインで、持続可能で幸せな
未来を彩る喜びをお届けします 
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大型協賛の公表（第１弾 2025/10/29）

ダイヤモンドパートナー

プラチナパートナー

会場内を一望できる

大型木製テラス

植物由来素材を基本とした
スタッフやボランティアの

サーキュラー・ユニフォーム

夜間も楽しめる

プロジェクションマッピング
などの演出

サードプレイスとしての暑熱対策を

配慮した憩い空間や体験プログラム

ランク 金額

ダイヤモンドパートナー 10億円以上

プラチナパートナー ５億円以上

ゴールドパートナー ３億円以上

シルバーパートナー １億円以上

ブロンズパートナー 1000万円以上

パートナー・サプライヤー 1000万円未満

【参考】ランクと協賛金額
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公式マスコットキャラクター及び公式グッズの展開

大坂・関西万博会場で行った
来場者とのグリーティング

TICAD９ 出演時の様子

全国の一般層にターゲットを置いた機運醸成の取組として、
公式マスコットキャラクター「トゥンクトゥンク」の各種イベントの出演、公式グッズ展開によるPRを実施。

・TICAD９総理大臣・横浜市長共催歓迎レセプション

・甲子園球場 ファーストピッチ

・ミャクミャク コラボ商品発表会

・大阪・関西万博
BIEデー/ホストシティ バトンタッチセレモニー/グリーティング

・日本ラグビーフットボール協会 連携協定締結式

・サンリオキャラクターズ コラボ商品発表会

・GREEN×EXPO 2027 日本政府出展起工式

オフィシャルオンラインストア
https://expo2027shop.jp/

ミャクミャクコラボグッズ
サンリオコラボグッズ 地元名産品とのコラボ

＜東京＞丸善 丸の内店
（丸の内オアゾ 丸善丸の内本店2階）
＜横浜＞丸善 横浜みなとみらい店
（みなとみらい東急スクエア3階）、
・HAMARUラクシスフロント店
（横浜市役所・ラクシスフロント2階）
・オフィシャルオンラインストア

オフィシャルストア「トゥンクトゥンク」の活動
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GREEN×EXPO 2027 開催500日前記者発表会（2025年10月29日）
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〇概要
□日 時：2025年10月29日(水) 10:00～
□場 所：東京国際フォーラムD7ホール
□登壇者：GREEN×EXPO協会 会長 筒井義信

公式アンバサダー芦田愛菜、
カタール国ジャベル・ジャララ・アルマッリ 駐日大使、 
大型プロジェクト協賛者

□内 容：
・主催者挨拶
・主催者事業の紹介（テーマ館、園芸文化展示、政府出展のティザー映像披露等）
・出展者事業の紹介（Village出展 8者、花・緑出展 5者の出展概要とパース図等紹介）
・国際出展の紹介（出展状況の紹介とカタール国代表の登壇メッセージ）
・大型プロジェクト協賛4者の発表
・各種公募の紹介（一般参加催事、一般営業参加、会場内モビリティ営業出店、ボランティア、

市民参加（共創）プログラム）
・Blooming RING Action 開催 500日前記念グラフィック発表
・公式アンバサダー芦田愛菜さんトークセッション
・フォトセッション

開催500日前を契機として、更なる機運醸成を図って
いくため、GREEN×EXPO 2027 開催500日前記者発
表会を実施しました。



合言葉は、

「地球と。咲きに行こう。」

プロモーションのキャッチコピー
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「地球を」ではなく「地球と」

「地球を」ではなく「地球と」人がフラットな目線でこれからの向

き合って生き方を見つけられるきっかけが花や緑を起点に存分に広

がっているということを「咲きに行こう」という言葉に想いを込め

ました。

開催１年前となり、新たなキャッチコピーを

入れたポスター・サイネージ等を作成。

引き続き、広報PRにご協力をお願いします。

2026.1 公表



日本政府出展起工式（2025年11月２日）
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国土交通省及び農林水産省主催、GREEN×EXPO協会共催により、GREEN×EXPO 2027日本政府出展の
建設工事の安全と成功を祈念して起工式を開催。
また、高市内閣総理大臣のご挨拶の中で、秋篠宮皇嗣殿下のGREEN×EXPO 2027の名誉総裁ご就任の発
表がされました。 

これまでBlooming RING Actionにご参加いただいた多くの方の
ビジュアルをまとめてデザインしたもの

鍬入れの儀の様子



○ 地球環境課題の解決に資する優れた国内技術を世界に発信する、絶好の機会にしたい。

例）ペロブスカイト太陽電池、世界最高レベルの完全閉鎖型の植物工場

○ 政府・協会の推進体制の抜本的強化を表明。

・関係府省庁連絡会議の議長を内閣官房副長官補に格上げ強化

・各省庁から協会への派遣を、大阪・関西万博の経験者含め、大幅増員

・万博の経験をグリーンエクスポに継承する『アドバイザリーボード』の設置

○ 横浜市、神奈川県、また経済界に対し、特段の協力を要請。

・協会への追加要員の派遣と、それぞれの組織での更なる体制の強化

・露出度の拡大などによる機運の醸成、展示やイベント、コンテンツの充実

・会員企業に対する協賛を通じた我が国の技術力の発信や入場券の販売促進について
の働きかけ

○ グリーンエクスポの成功に内閣を挙げ、関係閣僚、関係自治体、協会、経済界が緊密
に連携し、オールジャパン体制で、博覧会を成功に導く決意を表明。

○横浜市山中市長
返 還 さ れ た 米 軍 基 地 の 平 和 的 利 用 の 象 徴 と し て

GREEN×EXPOが開催。国・協会・経済界との強固な連携の
下、準備を続けたい。

○神奈川県黒岩知事
「GREEN×EXPO 2027応援団」を結成し、県も出展の準

備を進めている。神奈川県全域で盛り上げていきたい。

○日本経済団体連合会筒井会長
経済界としても、寄附、体制強化の支援、機運醸成、入場

券販売促進、協賛や会場実装等を通じた技術力の発信等、
しっかりと取り組む。

○横浜商工会議所上野会頭
全国515商工会議所、会員126万事業所のネットワークを

活用し、先頭に立って機運醸成・チケットの販売促進を強力
に進める。

■２０２７年国際園芸博覧会関係閣僚会議（第３回）

日時：R7.12.5（金）17:15～17:30

場所：官邸２階小ホール

出席：高市内閣総理大臣、木原内閣官房長官、金子国際園芸博覧会担当大臣・国土交通大臣、鈴木農林水産大臣、
赤澤経済産業大臣・国際博覧会担当大臣、茂木外務大臣、平口法務大臣、石原環境大臣、あかま内閣府特命担
当大臣（防災）・国家公安委員会委員長、堀内総務副大臣、中谷財務副大臣、小林文部科学副大臣、神谷厚生
労働大臣政務官、吉田防衛大臣政務官、古川復興大臣政務官
一般社団法人日本経済団体連合会・公益社団法人2027年国際園芸博覧会協会筒井会長、横浜市山中市長、神奈
川県黒岩知事、一般社団法人神奈川県商工会議所連合会・横浜商工会議所上野会頭、公益社団法人2027年国際
園芸博覧会協会河村事務総長

議題：入場券価格（案）、関係省庁の取組、協会の体制強化、出席者発言

2027年国際園芸博覧会関係閣僚会議（第3回）（2025年12月5日）

高市総理の発言概要 開催都市・経済界からの発言概要
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企業・団体様へ、特に協力をお願いしたい４分野

・本博覧会の開催準備を進めるための御支援としてご寄附をいた

だくもの。指定寄付金控除等の税制上の優遇措置を受けられるほ

か、企業版ふるさと納税制度もご活用いただけます（横浜市外の

企業） 。

・本博覧会の会場建設費（最大417億円）のうち、３分の１（約

139億円）を寄付金等による民間資金で負担することが閣議了解

されております。

・本博覧会の機運醸成、来場促進につながる前売入場チケットを

購入いただくもの。

社員の福利厚生や取引先との関係強化、商品の販売促進や景品等

にご活用いただけます。

・有料来場者数1000万人を目指しています。

【価格】大人1日券 5,500円（前売：4,900円）

小人1日券 1,500円（前売：1,400円）

・本博覧会の運営に必要となる人材を派遣いただくもの。大規模プ

ロジェクトを共に創り上げる博覧会独自の経験と、様々なバックグ

ラウンドを持つ多彩な人脈を得て、将来のビジネス展望の広がりに

つながります（本年４月を目途に博覧会運営に必要な500名体制を

目指しています。）

・本博覧会の価値発信を行うとともに、企業価値の向上・発信に

寄与する共創の仕組みとして、GREEN×EXPOにおけるプロジェ

クト・催事等への資金協賛や博覧会運営に必要な物品、役務、技

術等の協賛提供をいただくもの。

・協賛企業には、規模等に応じて協賛特典（呼称権、名称表示、

公式ロゴマーク・キャラクター使用、式典への招待など）を提供。

【プロジェクト例】企業技術等を生かした暑熱対策／博覧会を彩

るナイトショー・夜間演出／企業理念と合致するフォーラム開催

／開催に向けた機運を醸成する大規模な広報・プロモーション等

２ 協賛

４ 人材派遣

１ 前売入場チケット

３ 寄附
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資金計画
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○ 本博覧会の費用は、「会場建設費」及び「運営費」に区分される。

○ 会場建設費は417億円を見込み、国、地方公共団体、民間等がそれぞれ３分の１ずつ負担。

○ 運営費は、536億円を見込み、財源は、入場券売上、営業施設（飲食・物販事業者）からの
ロイヤリティ等を充てる。

収入 支出

国 会場建設費

地方公共団体

民間資金等

収入 計 417 支出 計 417

収入 支出

入場料収入 418 運営費

その他収入 118

収入 計 536 支出 計 536

会場建設費

運営費

単位：億円



入場チケットの概要（券種・価格）
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〇券種と価格

券 種 概 要 大 人
(満18 歳以上）

中 人
(満12～17 歳）

小 人
(満4～11 歳）

前売チケット １日券
（早割価格）

会期中いつでも１回入場可 4,900円 3,000円 1,400円

会期中販売 チケット

１日券
（通常価格）

会期中いつでも１回入場可 5,500円 3,300円 1,500円

夜間券 会期中いつでも17時以降１回   入場可 3,500円 1,900円 900円

前売・会期中販売
チケット

特別割引券
障がい者手帳等をお持ちの方および同伴者1名が購入可能で、
会期中いつでも１人１回入場可

2,800円 1,700円 800円

複数回
入場パス

通期パス 会期中いつでも何度も入場可 28,000円 16,000円 6,500円

夏パス 夏の決まった期間（7/1~8/31）に何度も入場可 12,000円 7,000円 3,000円

 
団   体

一般団体割引券 15名以上の一般団体が会期中   いつでも１回同時入場可 5,200円 3,100円 1,400円

高校生
中学生

小学生・園児

学校団体割引券 学校団体が会期中いつでも１回同時入場可 1,700円 900円

※開場時間は会期を通して、9:30～21:30を想定しています。
※価格は全て日本円・税込みです。

（紙チケットを購入する場合は、別途100円（税込み）をいただく予定です。）
※3歳以下の方は無料となります。
※前売チケットの販売は2027年3月18日までとなります。

〇販売方法

〇販売開始時期

・2026年3月19日

※2025年12月5日の2027年国際園芸博覧会関係閣僚会議にて了承

・２０２７年国際園芸博覧会公式チケット販売サイトを通じて販売します。また、旅行代理店や各種プレイガイド等の
 GREEN×EXPO協会が指定する販売事業者による販売も実施予定です。



入場チケットの購入から入場までの流れ

大阪・関西万博 GREEN×EXPO 2027

万博ID登録

チケットの購入・決済

万博IDとチケット紐づけ

来場日・時間・ゲート予約

パビリオン等予約

入場

券種・枚数の選択

チケットの購入・決済

来場日・時間予約

施設の観覧

入場

券種・枚数の選択

・２か月前抽選
・７日前抽選
・３日前空き枠先着予約

パビリオン等予約 ・当日登録

✓ 大阪・関西万博よりシンプルな購入・入場フローとして、スムーズな来場を実現

マイチケット

入場用QR
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【協賛】博覧会の価値を共創／発信する協賛参加メニュー

GREEN×EXPOは、博覧会の価値を共創／発信するため、企業からの協賛を提案型で募っています

博覧会に相応しい画期的な環境技術や新技術・サービスの会場実装など是非ご相談ください
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▼開催意義を展開するテーマ館 ▼ナイトショーや夜間演出での価値発信

▼博覧会テーマに沿ったフォーラム ▼次世代につながる学習プログラム・市民参加

募集プロジェクト（PJ）協賛

テーマ館PJ、会場整備PJ、機運醸成PJ 、暑熱対策PJ 、園芸文化PJ 、会場運営PJ 、にぎわい創出PJ 、魅力創造PJ 、

アクセシビリティPJ 、屋外展示PJ 、会場修景PJ 、グリーンフォーラムPJ 、市民参加PJ 、ナイトショー・夜間演出PJ

ランク 金額

ダイヤモンドパートナー 10億円以上

プラチナパートナー ５億円以上

ゴールドパートナー ３億円以上

シルバーパートナー １億円以上

ブロンズパートナー 1000万円以上

パートナー・サプライヤー 1000万円未満

参加形態や金額規模に応じて、協賛特典を提供

呼称権（○○パートナー）／会場内名称表示権／

公式ロゴマーク・キャラクター使用権／式典等への招待／独自特典

ランクと協賛金額

協賛特典



参考：協賛特典イメージ
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特典
ランク

呼称権
会場内

表示名称権

公式ロゴマーク
キャラクター

使用権
式典への招待 独自特典

ダイヤモンド
パートナー

GREEN×EXPO 
2027

＋
ランク名

プラチナ
パートナー

ゴールド
パートナー

シルバー
パートナー

ー
ブロンズ

パートナー

パートナー
サプライヤー



寄付のご依頼

27

〇会場建設費のご寄付の依頼について

・会場建設費417億円は国、地方公共団体、民間がそれぞ

れ３分の１（139億円）ずつ負担。

・ついては、民間分の資金確保にあたり、お力添えを賜り

たく、何卒、特段のご理解とご支援をお願いします。

※左記 添書の概要

・政府においても本博覧会の成功に向けた全面的な支援を

閣議決定しており、地元自治体・関係機関等のお力添え

を得て、私ども経済界としても最大限の協力を行ってま

いりたい。

・ついては、本件の運営・準備を担う２０２７年国際園芸

博覧会協会より会場建設費の資金調達についてご協力の

依頼があった際には、特段のご高配を賜りますようお願

いする。

〇指定寄付金控除等の税制上の優遇措置を受けられるほか、

企業版ふるさと納税制度もご活用いただけます

（企業版ふるさと納税制度の活用は横浜市外の企業） 。



参考：税制上の優遇措置を受けることができる寄付制度
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特定公益増進法人 指定寄附金

全法人 全法人

最大で約３割 約３割

法人税

法人住民税

法人事業税
最大で２割

税額控除 ※３（上限あり）

※１　企業版ふるさと納税は、横浜市内に本社が所在する企業について対象とならない。

※２　損金算入･･･寄附金額を必要経費に含めて計算し、算出される税額を下げること。

           所得に対する「法人税＋法人住民税＋法人事業税」の実効税率が約30%であることから、寄附額の約３割の税額が下がる。

寄附先

法

人

最大で約３割

損金算入 ※２（上限あり）

 （資本金額の0.375%

　+所得金額の6.25% ）×1/2

名称

対象法人

税軽減効果

横浜市協会

約３割

全額損金算入 ※２

企業版ふるさと納税制度

本社が横浜市外にある企業(法人)※１

最大で約９割

約３割

全額損金算入 ※２

最大で４割

税額控除 ※３（上限あり）



人材支援のお願い ～求める人材（担っていただきたい業務）～
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来場者サービス、環境整備、スタッフ管理、ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ動員、
会場警備、ｻｲﾊﾞｰｾｷｭﾘﾃｨ対策、会場内物流の調整、通関業務
など

会場周辺の交通需要調整、行動変容を促す取組、シャト
ルバス運行、Ｐ＆Ｒ運営、バス車両・運転手確保 など

公式参加国出展調整支援（OSS、ｶﾝﾄﾘｰﾏﾈｼﾞｬｰ）、フレン
ドリーシップ事業（地域交流）、国際機関対応 など

出展者支援・調整、テーマ館・園芸文化館の運営、政府
展示運営、出展コンペ（企画・運営・表彰） など

戦略的な広報・プロモーション、情報発信・管理、プレ
スセンター運営、報道対応、場内ストア運営、入場券販
売促進 など

調達植物（約1000万株）の監理（荷受け、維持管理、植
替え）、会場整備（技術職）、解体撤去の企画・調整・
施工 など

行催事の企画調整・運営、賓客接遇（ロジ調整、お出迎え、
接遇、アテンド、お見送り） など

会場運営・安全対策

交通対策国際関係

展示・出展

広報・プロモーション 整備・維持管理

行催事・儀典 環境対策・新技術連携

監査、企業法務（法人運営、契約書等リーガルチェッ
ク）、労務、給与計算、秘書業務、債権収納管理、税務、
協賛・寄付依頼（法人向け営業活動経験者） など

市民参加・ボランティア
総務人事、財務、その他

市民参加プログラムの企画立案・募集・運営、企業・団
体との調整、ボランティア（会場運営、植栽、植物ガイ
ドなど）の募集・研修・動員管理 など

サステナビリティ（ＩＳＯ対応等）、資源循環・脱炭素・
気候変動など環境への取組）、スタートアップとの新技術
連携（農と食）など



全体スケジュール

2025年度 2026年度 2027年度

完成箇所から順次引き渡し

完成箇所から順次引き渡し

土地区画整理事業（横浜市）

都市公園事業（横浜市）

★開催１年前

会場整備（協会） 土木・造園工事

仮設建築施工（協会設置）

主催者展示（協会） 実施設計 展示物製作・設置

各種計画策定 マニュアル策定
研修・
訓練会場運営

輸送対策

運営

★開催500日前 ★開催100日前

輸送実施計画
更新

運行・運営
事業者公募・
契約

訓
練

バス手配、輸送本部・駐車場運営準備

企業参加促進

市民参加促進

前売券販売促進 来場促進

成果伝達広報

GREEN
×

EXPO
2027

3.19
～

9.26
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2025年度 2026年度 2027年度

全体スケジュール

Village出展

花・緑出展

公式（国際）出展

テーマ営業出店営業出店

出展者による
展示・施工

契約、出展者による検討・設計等

一般営業出店

催事

協賛

寄附

出展者
による

      展示・施工

外国政府・国際機関への参加招請

出展敷地の確定、契約

出展準備

出店者による検討・設計等、
施工

公募・審査・内定公募準備

募集・契約

募集

出店者による施工契約、出店者による検討・設計等

各種催事制作主催者催事実施計画

出展者による
展示・施工

契約、出展者による検討・設計等

ボランティア 活動研修募集募集準備

★開催１年前★開催500日前 ★開催100日前

GREEN
×

EXPO
2027

催事参加者による検討等

3.19
～

9.26

公募・審査・内定公募準備
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お問い合わせ先

協会 事業部事業企画課 協賛担当

E-mail：sponsorship@expo2027yokohama.or.jp

TEL：045-307-2049

１ 協賛

３ 前売入場チケット

協会 入場券部入場券課

E-mail：ticket@expo2027yokohama.or.jp

TEL：045-307-2031

２ 人材派遣
協会 総務部人事課

E-mail：jinji@expo2027yokohama.or.jp

TEL：045-307-2067

４ 寄附

協会 財務部資金計画課

E-mail：shikin@expo2027yokohama.or.jp

TEL：045-307-2030

協会 企業連携統合チーム

E-mail：biz-collab@expo2027yokohama.or.jp

TEL：045-307-2046

☆ 全般
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議案第４号

令和８年度  一般会計収支予算書（案）
自　令和８年　４月　１日
至　令和９年　３月３１日

【収入の部】 (単位　:　円)

1. 70,182,000 70,263,000 ▲ 81,000

2. 3,804,000 4,254,000 ▲ 450,000

3. 126,031,000 122,990,000 3,041,000

4. 168,524,000 165,140,000 3,384,000

5. 15,862,000 15,862,000 0

6. 0 2,250,000 ▲ 2,250,000

7. 860,000 1,037,000 ▲ 177,000

8. 40,000,000 40,000,000 0

合　　　　　　　計 425,263,000 421,796,000 3,467,000

【支出の部】 (単位　:　円)

款 項

1. 事 業 費 228,587,000 228,135,000 452,000

1.産 業 振 興 費 99,683,000 94,636,000 5,047,000

2.経 営 支 援 事 業 費 91,205,000 95,481,000 ▲ 4,276,000

3.小規模企業専門指導費 1,647,000 1,661,000 ▲ 14,000

4.法 定 台 帳 関 係 費 1,500,000 1,500,000 0

5.会員福祉事業関係費 2,475,000 2,498,000 ▲ 23,000

6.労働保険事務組合関係費 9,847,000 9,542,000 305,000

7.勤 労 者 福 祉 SC 事 業 費 22,230,000 22,817,000 ▲ 587,000

2. 管 理 費 104,399,000 103,910,000 489,000

1.給 与 費 52,338,000 50,942,000 1,396,000

2.福 利 厚 生 費 11,398,000 11,285,000 113,000

3.旅 費 600,000 600,000 0

4.事 務 費 16,477,000 15,067,000 1,410,000

5.会 議 費 1,135,000 1,065,000 70,000

6.交 際 費 1,300,000 1,300,000 0

7.公 課 分 担 金 21,151,000 21,151,000 0

8.議 員 選 挙 費 0 2,500,000 ▲ 2,500,000

3. 会 館 費 24,681,000 22,913,000 1,768,000

1.維 持 費 21,389,000 19,866,000 1,523,000

2.営 繕 費 2,720,000 2,470,000 250,000

3.保 険 料 572,000 577,000 ▲ 5,000

4. 繰 入 金 28,000,000 28,000,000 0

1.退職給与引当金特別会計繰入金 18,000,000 18,000,000 0

2.建物関係特別会計繰入金 10,000,000 10,000,000 0

5. 予 備 費 39,596,000 38,838,000 758,000

合　　　　　　　計 425,263,000 421,796,000 3,467,000

本年度予算額
科　　　　　　　　目

比較増減（▲）

比較増減（▲）

款 

科　　　　　　　　目
本年度予算額

前年度予算額
（補正前）

前年度予算額
（補正前）

事    業    収    入

受    託    収    入

議 員 特 別 負 担 金

雑   　  収     　入

繰    　 越 　    金

会        　　　　費

負       担       金

交    　 付     　金

-１-

配布資料



【特定退職金共済制度特別会計】 (単位　:　円)

本年度予算額
前年度予算額
（補正前）

比較増減
（▲）

本年度 予算額
前年度予算額
（補正前）

比較増減
（▲）

366,590,000 378,350,000 ▲ 11,760,000 366,590,000 378,350,000 ▲ 11,760,000

（内訳） （内訳）

共 済 事 業
掛 金 収 入

196,080,000 207,840,000 ▲ 11,760,000 事 業 費 258,000 308,000 ▲ 50,000

企業年金契約
給 付 金 受 入

170,000,000 170,000,000 0
共 済 事 業
給 付 金

170,000,000 170,000,000 0

雑 収 入 10,000 10,000 0 管 理 費 7,815,000 8,215,000 ▲ 400,000

繰 越 金 500,000 500,000 0 支払保 険料 188,280,000 199,440,000 ▲ 11,160,000

予 備 費 237,000 387,000 ▲ 150,000

【退職給与引当金特別会計】 (単位　:　円)

本年度 予算額
前年度予算額
（補正前）

比較増減
（▲）

本年度 予算額
前年度予算額
（補正前）

比較増減
（▲）

129,447,000 126,712,000 2,735,000 129,447,000 126,712,000 2,735,000

（内訳） （内訳）

繰 入 金 18,000,000 18,000,000 0 退職共済掛金 5,800,000 5,800,000 0

雑 収 入 40,000 50,000 ▲ 10,000 事 務 費 10,000 0 10,000

繰 越 金 111,407,000 108,662,000 2,745,000 予 備 費 123,637,000 120,912,000 2,725,000

【建物関係特別会計】 (単位　:　円)

本年度 予算額
前年度予算額
（補正前）

比較増減
（▲）

本年度 予算額
前年度予算額
（補正前）

比較増減
（▲）

429,011,000 421,946,000 7,065,000 429,011,000 421,946,000 7,065,000

（内訳） （内訳）

繰 入 金 10,000,000 10,000,000 0 工 事 費 7,120,000 21,853,000 ▲ 14,733,000

雑 収 入 700,000 628,000 72,000 事 務 費 2,000 2,000 0

繰 越 金 418,311,000 411,318,000 6,993,000 予 備 費 421,889,000 400,091,000 21,798,000

【別途積立金会計】 (単位　:　円)

本年度 予算額
前年度予算額
（補正前）

比較増減
（▲）

本年度 予算額
前年度予算額
（補正前）

比較増減
（▲）

142,000,000 142,000,000 0 142,000,000 142,000,000 0

（内訳） （内訳）

繰 越 金 142,000,000 142,000,000 0 予 備 費 142,000,000 142,000,000 0

支出金額
合    計

収入金額
合    計

支出金額
合    計

収入金額
合    計

支出金額
合    計

令和８年度  特別会計収支予算書（案）
自　令和８年　４月　１日
至　令和９年　３月３１日

収入金額
合    計

支出金額
合    計

収入金額
合    計
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